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● ホームユース需要拡大に不十分 

 な生産・販売体制の改善。�

● 高品質および個性的な花へのニ 

 ーズ増には、ブランド化で対応。�

● バケット低温流通などによる品 

 質管理で、日もちのよい花への 

 ニーズに対応。�

● 横ばい～微減の花き需要の拡大。�

● 課題を克服し、輸出機会の増大 

 に対応。�

● 環境負荷低減への取り組み。�

第１表　国内の生産消費の停滞�
　　　　要因に対する新しい�
　　　　花き産業振興方針�
　　　　　　　　　　（抜粋）�
（農水省花き対策室、平成17年３月）�

切り花経営を始めたい�
　 初歩からの実践講座�
切り花経営を始めたい�
　 初歩からの実践講座�
切り花経営を始めたい�
　 初歩からの実践講座�1

新連 載 �

切り花の専業経営を�
将来目指すために、�
まず、花き業界の�
現状と将来性を�
把握しておきましょう�

！�！�！�

！�

花
き
生
産
を
始
め
る
に
は
、
農
業
全
体
に
お
け
る
共
通

の
状
況
と
花
き
生
産
・
流
通
・
消
費
に
見
ら
れ
る
特
徴
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
か
ら
計
画
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
連
載
で
は
企
業
的
な
切
り
花
の
専
業
経
営

を
目
指
す
方
に
必
要
な
情
報
や
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、
プ

ロ
経
営
へ
の
道
筋
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
の
今
回
は
、
花
き
産
業
全
体
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
説
明
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
・
花
き
を
取
り
巻
く
状
況
・
・
・
・
・
・
・

花
き
は
停
滞
ぎ
み
だ
と
聞
い
た
の
で
す
が
、

将
来
の
見
通
し
は
あ
る
の
で
す
か
？

農
業
分
野
全
体
の
中
で
見
る
と
生
産
の
伸

び
は
著
し
く
、
成
長
産
業
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
産
・
消
費
の
現
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

と
は
い
え
、
農
業
分
野
の
中
で
の
花
き
生
産
の
伸
び
率

は
２
０
０
１
年
ま
で
の
15
年
間
、
ほ
か
の
作
目
に
比
べ
て

著
し
い
大
き
さ
で
、
さ
ら
に
、
２
０
１
５
年
の
生
産
見
通

し
も
１
０
８
％
（
２
０
０
３
年
対
比
）
と
拡
大
が
見
込
ま

停
滞
の
現
況

●
国
内
の
花
き
産
出
額
お
よ
び
作
付
面
積
は
、
１
９
９
５

年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
微
減
。

●
１
戸
当
た
り
の
花
き
粗
生
産
額
は
、
切
り
花
類
で
３
５

０
万
円
内
外
、
鉢
物
は
１
２
０
０
万
円
台
で
推
移
。

●
商
業
マ
ー
ジ
ン
、
貨
物
運
賃
を
含
め
た
花
き
産
業
の
規

模
も
微
減
。

１

高冷地花きコンサルツ

代表 大
おお

平
だいら

民
たみ

人
と

筆者略歴
1965年長野県農業講習所卒業、同年
から長野県職員。上伊那普及所にて
アルストロメリアの産地化、花き専
門技術員、南信農業試験場にて花き
係設置にともなう基礎づくり、農事
試原村試験地にて圃場の基盤整備と
それにともなう試験地運営などに従
事。2004年退職後、高冷地花きコン
サルツ開業。

A Q

↑国内の花き展示会（ＩＦＥＸ）における、コロ
ンビアからの出展ブース。目新しいものがある
と輸入状況へ迅速に反映される。
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れ
、
成
長
産
業
と
の
位
置
づ
け
で
す
。

輸
入
が
増
大
。
国
際
競
争
を
視
野
に
入
れ
た

対
抗
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
生
産
さ
れ
る
花
き
は
、
国
際
的
に
見
て
品
質
は

高
い
の
で
す
が
、
高
コ
ス
ト
体
質
で
あ
る
た
め
輸
入
が
増

大
し
て
い
ま
す
（
第
２
表
）。

キ
ク
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

バ
ラ
な
ど
で
は
、
国
内
競
合
よ
り
国
際
競
争
を
前
提
に
し

た
、
低
コ
ス
ト
・
高
品
質
生
産
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
次
の
対
抗
策
を
想
定
し
、
準
備
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

流
通
の
多
様
化
を
考
慮
し
た

販
売
戦
略
が
重
要
で
す
。

卸
売
市
場
法
の
１
９
９
９
年
の
改
正
、
２
０
０
４
年
の

大
幅
な
改
正
に
よ
り
市
場
の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
、
大
き

な
変
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
（
第
３
表
）。
市
場
で
は
、
す

で
に
内
部
の
組
織
改
革
、
産
地
開
発
、
輸
入
部
門
の
設
置

・
拡
大
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
充
実
、
直
接
買
付
・

バ
ケ
ッ
ト
輸
送
に
よ
る
流
通
改
善
、
品
質
維
持
な
ど
へ
の

動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
場
外
流
通
が
拡
大
し
、
中
央
卸
売
市
場
で
の

セ
リ
・
入
札
比
率
は
２
０
０
３
年
に
58
％
に
ま
で
低
下
し

３ 過
去
の
事
例
（
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
撤
退
な
ど
）

か
ら
の
対
策

●
コ
ス
ト
で
対
抗→

生
産
性
の
向
上
。

●
ブ
ラ
ン
ド
化
で
対
抗→

種
苗
・
新
品
種
の
開
発
。

●
鮮
度
で
対
抗
。

●
輸
入
さ
れ
な
い
、
で
き
な
い
（
運
賃
、
鮮
度
、
季
節
性
）

品
目
選
定
。

●
販
路
で
対
抗
。

２

第２表　カーネーション・キク・バラの輸入概要�

カーネーション�

�

キク�

�

バラ�

コロンビア50　中国35

エクアドル8　ベトナム4�
�

インド48　韓国17　ケニア14

ベトナム5　オランダ4

マレーシア55　中国21�
韓国9　ベトナム9

※１．　植物検疫数量。�
※２．　1,000本以上輸入国。�
※３．　花き生産出荷統計出荷量（2005）に輸入量（2006）を�
　　 加算後算出。�

184,385

201,277

82,501

29.9

9.7

17.4

16

10

20

品目名�

（2006年）�

輸入�
数量�

（1,000本）�

輸入�
国数�

輸入上位国と�
シェア��
（％）�

国内販売�
数量比率�
（％）��

※２�※１��

�

※３��
�

第３表　市場法改正にともなう市場の変化と予測�

改正項目� 変化と予測�

（東京農大花き懇、静岡県するが花き市場の取り組み事例より）�

生産者から小売店へ直接配送されることで、経費節減と物流のスピー
ドアップが図れる。インターネット取引、予約相対取引の増加。�

販売価格の市場表示および、生産地や他市場からの買い付けが可能。
品揃えの安定。�

原則禁止だった、仲卸業者・買受人以外の第三者への販売が、新商
品など新規開拓の場合、共同集荷など市場間連携の場合は可能とな
った。�

施設の設定温度、品質管理責任者の設置などが新たに定められた。�

平成21年から、手数料についての規制はすべて撤廃される。�

電子商取引、第三者販売についても、公表が必要になった。�

買 付 集 荷 �
の 自 由 化 �
�

商物一致規制�
の 緩 和 �

第 三 者 販 売 �
の 弾 力 化 �

取引情報の充実�
�

品質管理の徹底�

販 売 手 数 料 �
の 弾 力 化 �

（電子商取引の追加）�

←
消費者ニーズを的確に
とらえ、国内で店舗数
を急速に伸ばしている
フラワーショップ（駅
内店）。

←
市場による現地生
産者荷造り所から
の買付搬送。バケ
ット輸送専用車を
用いる。冬季は日
が短いため、取引
前日の夕方は暗い
中での積み込み作
業となる。
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ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
流

通
経
路
の
拡
大
に
よ
り
、
流
通
販
売
は
大
き
く
変へ

ん

貌ぼ
う

す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
（
図
）。
生
産
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
確
立
し
、
販
売
戦
略
を
練
る
う
え
で
重
要
な
事
項
に
な

り
ま
す
。

バ
ブ
ル
期
の
価
値
観
か
ら
脱
却
し
ま
し
ょ
う
。

１
９
９
３
年
前
後
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は
、
単
価
安
の
み
な

ら
ず
過
去
の
価
値
観
の
崩
壊
を
も
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
崩
壊
前
の
単
価
や
商
品
価
値
に
と
ら
わ

れ
ず
、
経
営
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
・
新
規
参
入
す
る
側
か
ら
の
視
点
・
・
・
・

今
、
切
り
花
栽
培
を
始
め
る
の
は
得
策
で

し
ょ
う
か
？

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
豊
富
。
た
だ
し
総

合
的
な
知
識
と
判
断
能
力
は
必
要
で
す
。

崩
壊
前
と
、
崩
壊
後
か
ら
現
在
ま
で
の
販
売
単
価
変
遷
事

例
（
品
目
差
あ
り
）

●
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
…
１
９
９
３
年
　
50
円
／
本
、

２
０
０
０
年（
最
安
時
）42
円
／
本
、

２
０
０
５
年
　
44
円
／
本

●
シ
ク
ラ
メ
ン
…
…
…
１
９
９
３
年
　
７
０
７
円
／
鉢
、

２
０
０
５
年
　
４
３
３
円
／
鉢

（
鉢
物
は
小
鉢
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
差
し

引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
）

４

多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
挑
戦
を
す
る
機
会
（
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
）
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

世
代
交
代
の
時
期
。
施
設
・
技
術
の

入
手
機
会
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

花
き
の
施
設
栽
培
に
は
高
額
な
投
資
と
高
度
な
技
術
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
生
産
者
は
世
代
交
代
期
に
入

っ
て
お
り
、
施
設
お
よ
び
技
術
の
継
承
に
よ
る
入
手
機
会

は
増
大
し
て
い
ま
す
。

農
業
や
花
き
栽
培
に
不
可
欠
な
総
合
的
な
知
識
と

判
断
能
力
が
必
要
で
す
。

総
合
的
な
知
識
と
判
断
能
力
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
養
う
努
力
が
重
要
で
す
。

農
業
に
共
通
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術

●
総
合
科
学
的
要
素
。

●
経
営
的
要
素
。

●
流
通
経
済
学
的
要
素
。

●
機
械
工
学
的
要
素
。

３ ２ チ
ャ
ン
ス
の
活
用
例

●
生
産
・
消
費
停
滞
の
要
因
打
破
を
、
経
営
戦
略
お
よ
び

突
破
口
と
す
る
。

●
変
革
す
る
市
場
や
企
業
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
消
費
側
と
の
直
接
取
引
な
ど
、

市
場
外
流
通
の
活
用
。

●
海
外
で
の
生
産
。

１

地
方
転
送�

図　現状および想定される販売チャンネル�

インターネット直販含む�

生
産
者
経
営
体�

出荷団体・組合（JA等）�

他社　卸売市場�

地方卸市場�

地方卸市場�

地方卸市場�

予約相対�

セリ�

ネットセリ�

ネット予約相対�

デポ（depot）�

商物一致流通�

協同荷受機関�

出荷商品の流れ�

海
外
生
産�

輸入業者委託�
市場委託�
国内生産者�

卸
売
市
場�

ネ
ッ
ト
市
場�

消
費
者（
業
務
用
含
む
）�

買
参
人�

仲卸業者�

移送業者�

小売業者等�

量販店�
ホームセンター�

等�

小売業者�
量販店�

ホームセンター�
等�

市場外流通�

取引情報の流れ�

輸入業者�
市場系列会社�
生産者農場�

市場外流通�

ネットセリ�

ネット予約相対�

QA

季刊誌09号/093-096切花  08.2.22 9:49 PM  ページ 95



96 2008.タキイ最前線 冬春号

・
・
組
織
や
仕
組
み
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

新
規
参
入
す
る
と
し
て
、
ど
こ
に
属
せ
ば

い
い
の
で
す
か
？

自
分
の
経
営
ポ
リ
シ
ー
・
販
売
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
明
確
に
し
、
組
織
に
加
入
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

経
営
組
織
の
概
要
と
種
類
を
、
第
４
表
に
ま
と
め
ま
し

た
。
組
織
は
、
個
々
の
経
営
の
ポ
リ
シ
ー
と
、
有
効
性
を

見
極
め
た
う
え
で
、
設
立
、
加
入
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
・
関
連
制
度
・
資
金
調
達
に
つ
い
て
・
・
・

資
金
調
達
が
、
や
は
り
心
配
な
の
で
す
が
。

各
種
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
な
ど

の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
法
上
の
制
度
に
つ
い
て
。

就
農
支
援
制
度
に
つ
い
て
。

就
農
相
談
窓
口
整
備
事
業
（
農
水
省
所
管
）
が
、
全
国

農
業
会
議
所
、
都
道
府
県
な
ど
を
主
体
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
県
に
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

２ ①
個
人
で
農
業
を
始
め
る
場
合
（
創
設
農
家
に
な
る
）

②
会
社
組
織
で
農
業
を
行
う
場
合
（
農
業
生
産
法
人
に
な

る
）

い
ず
れ
も
農
地
法
上
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
市
町
村
農
業
委
員
会
が
相
談
窓
口
）。

１

い
る
ほ
か
、
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
独
自
の
窓
口
を
設

け
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

資
金
制
度
に
つ
い
て
。

農
業
を
始
め
る
ま
で
の
必
要
資
金
、
規
模
拡
大
な
ど
の

資
金
に
対
応
し
た
制
度
が
あ
り
ま
す
。

相
談
場
所
は
、
Ｊ
Ａ
や
市
町
村
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
（
県
に
よ
り
呼
称
が
異
な
る
）、
民
間
金
融
機
関
で

す
。

３

↑組織による切り花品評会の状況。技術情報を交
換する機会ともなる。写真はアルストロメリア
主体の信州ウインターフラワーショー。

第４表　生産者組織の仕組み概要による区分と種類（例）�

組織の仕組み概要による区分� 構成範囲� 組織例・特徴�

栽培から販売までのすべての�
実務や業務、情報の受発信を�
網羅した組織�

市町村、農協�

地域あるいは広域�

全国規模�

県下一円�

地域あるいは広域�

範囲の広狭を問わず�

主導生産者等系列�

インターネット（ミクシィなど）の利用�

輸送網の組織が可能な地域�（３）輸送体制の確立が主体�

農業協同組合（JA）の花き部会�

任意の（法人格を持たない）花き組合、生産者会議など�

○○県鉢花組合�

○○花き研究会�

作目ごとの会（○○ラン研究会）�

○○会�

ゆるやかな組織（花き生産者、日本アルストロメリア研究会など）�

○○出荷組合（基本的な輸送、または積極的な販売を目的）�

※その他関連組織…いわゆる上部組織、公的機関（大学など）、企業（種苗、資機材会社、市場）系列。�

　支援組織・機関…公的および類似機関、行政の外郭団体（全国～市町村単位）、個別企業または業界の協会。�

日本バラ切花協会、日本花き生産協会の部会（輪ギク、スプレーギ
クなど）、日本アルストロメリア研究会、育種研究会�

（１）�

（２）�
栽培・経営・流通・販売の技術や�
知識、消費動向に関する情報の�
受発信が主体の組織�

Q QA A
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